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第
二
百
十
四 

  
 

Ｍ
シ
リ
ー
ズ 

   
 
 
 
 

一 
  

汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
」
は
富
士
通
と
日
立
製
作
所

が
共
同
で
開
発
し
た
。
通
産
省
の
英
文
表
記
に
由
来
す
る
「
Ｍ
」
を

開
発
コ
ー
ド
名
と
し
た
こ
と
は
前
節
で
書
い
た
。
両
社
は
そ
れ
を
製

品
名
に
採
用
し
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
シ
リ
ー
ズ
を
超
え
る

性
能
と
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
、
周
辺
装
置
の
拡
充
―
―
の
三
点
に
力
が
注

が
れ
た
。「
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
共
通
化
し
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は

個
別
に
作
る
」
と
い
う
合
意
に
基
づ
い
て
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
や
Ｏ
Ｓ

は
独
自
の
開
発
だ
っ
た
。 

 

富
士
通
の
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
の
論
理
素
子
は
高
速
Ｃ
Ｌ
Ｍ
回
路
で
、
一

チ
ッ
プ
に
百
ゲ
ー
ト
を
搭
載
、
ゲ
ー
ト
遅
延
時
間
は
〇
・
七
ナ
ノ
秒

だ
っ
た
。
Ｍ
―
１
９
０
と
Ｍ
―
１
６
０
に
は
一
キ
ロ
ビ
ッ
ト
（
Ｋ
Ｂ
）

の
メ
モ
リ
ー
チ
ッ
プ
が
採
用
さ
れ
、
開
発
時
期
が
あ
と
だ
っ
た
Ｍ
―

１
８
０
に
は
二
Ｋ
Ｂ
の
メ
モ
リ
ー
チ
ッ
プ
が
採
用
さ
れ
た
。 

超
大
型
機
Ｍ
―
１
９
０
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
、
富
士
通
の
新
し
い

大
型
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
次
々
に
ユ
ー
ザ
ー

を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
新
規
ユ
ー
ザ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社

の
牙
城
を
切
り
崩
し
た
の
だ
。 

 

日
本
揮
発
油
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。 

  

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
７
０
／
１
５
５
の
ユ
ー
ザ
だ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
九
年

十
一
月
の
富
士
通
の
発
表
が
あ
り
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
よ

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
互
換
性
や
ハ
ー
ド
の
性
能
、
ソ
フ
ト

の
機
能
な
ど
が
満
足
し
う
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
、
日

常
使
用
し
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
テ
ス
ト
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
種
々
検
討
し
て
み
る
と
十
分
満
足
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
同
時
に
富
士
通
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
の
優
れ
た
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
確
認
で
き
た
の
で
、
昭
和
五
十
年
九
月
富
士
通
に
発
注
、

昭
和
五
十
一
年
四
月
搬
入
、
現
在
順
調
に
稼
働
中
で
あ
る
。 

  

Ｍ
―
１
９
０
へ
の
高
い
評
価
は
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
シ
リ
ー
ズ
、

日
立
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
シ
リ
ー
ズ
へ
の
評
価
に
つ
な
が
っ
た
。
七
六

年
三
月
に
ド
ッ
ド
ウ
ェ
ル
日
本
支
社
が
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
３
８

Ｓ
、
四
月
に
西
武
不
動
産
が
同
―
４
５
Ｓ
、
六
月
に
東
京
都
が
Ｈ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｍ
―
１
７
０
、
七
月
に
日
産
自
動
車
が
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
―

１
６
０
Ⅱ
×
三
セ
ッ
ト
、
十
一
月
に
大
阪
市
が
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０

―
４
８
、
七
七
年
一
月
に
大
和
運
輸
が
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
―
１
６
０
、
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四
月
に
気
象
庁
が
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
７
５
×
四
セ
ッ
ト
と
、
快

進
撃
が
続
い
た
。 

 
同
じ
こ
と
が
海
外
で
も
起
こ
っ
て
い
た
。 

 

七
六
年
九
月
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ク
ロ
ア
チ
ア
保
険
会
社
が
Ｆ

Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
３
８
、
同
Ｓ
な
ど
六
セ
ッ
ト
を
富
士
通
に
発
注

し
た
。
十
月
に
は
中
華
人
民
共
和
国
が
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ 

Ｍ
―
１
７
０
、

Ｍ
―
１
６
０
を
日
立
製
作
所
に
発
注
し
た
。
七
七
年
六
月
に
は
、
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
銀
行
が
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
―
１
９

０
な
ど
総
額
二
十
三
億
四
千
万
円
相
当
の
シ
ス
テ
ム
開
発
契
約
を
富

士
通
と
締
結
し
た
。 

 

こ
う
し
た
動
き
を
最
も
警
戒
し
て
い
た
の
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
、
な
か
ん

ず
く
ワ
ト
ソ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
だ
っ
た
。
彼
は
一
九
七
四
年
、
六
十
歳

に
な
っ
た
の
を
機
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
会
長
の
座
を
降
り
て
い
た
が
、
依
然

と
し
て
隠
然
た
る
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
『
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
息
子

―
ト
ー
マ
ス
・J

・
ワ
ト
ソ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
自
伝
』
で
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。 

  

私
の
見
て
い
る
前
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
私
が
舵
取
り
し
て
い
た
頃
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
企
業
に
進
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
規
模
は
、
私

が
最
高
経
営
責
任
者
の
地
位
を
辞
し
た
頃
よ
り
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
拡

大
し
て
お
り
、
一
九
七
三
年
の
収
益
は
百
十
億
ド
ル
に
達
し
た
。
そ

れ
に
つ
れ
て
、
ケ
ア
リ
ー
以
下
の
首
脳
陣
は
、
大
規
模
な
改
革
を

次
々
に
打
ち
だ
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
新
製
品
を
発
表

し
て
も
肝
心
の
工
場
の
生
産
が
注
文
に
応
じ
切
れ
な
い
こ
と
に
気
づ

い
て
い
た
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
産
業
全
体
が
、
未
曾
有
の
規
模
で
成
長
を
つ
づ

け
て
い
た
の
で
あ
る
。
比
較
的
緩
慢
な
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
生
産
速
度
が
こ
の

ま
ま
続
け
ば
、
他
に
遅
れ
を
と
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
、
と
ケ

ア
リ
ー
は
懸
念
し
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
そ
の
頃
、
あ
の
寄
生
動
物
の
よ
う

な
Ｐ
Ｃ
Ｍ
の
群
に
な
お
も
市
場
を
侵
食
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
製
品
出
荷
を
待
て
な
い
顧
客
た
ち
に
、
ま
す
ま
す
巧
妙
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
。 

 

し
か
し
。
ケ
ア
リ
ー
が
危
惧
し
て
い
た
の
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｍ
の
攻
勢
だ

け
で
は
な
か
っ
た
。
よ
り
強
大
な
敵
は
日
本
の
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
彼
ら
は
そ
の
頃
、
強
力
な
生
産
力
を
フ
ル
に
動
員
し
て

ア
メ
リ
カ
市
場
を
侵
略
し
て
い
た
。
鉄
。
自
動
車
。
家
庭
電
気
製
品
。

次
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
だ
ろ
う
と
見
る
点
で
、
衆
目
は
一
致
し
て
い

た
。
ケ
ア
リ
ー
に
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
テ
ィ
ー
ル
社
の
轍
を

踏
ま
せ
る
気
は
毛
頭
な
か
っ
た
。 

  
こ
の
懸
念
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。 

 
七
九
年
の
十
一
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
公
共
調
達
で
富
士

通
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
に
勝
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
調
達
案
件
は
七
七
年
二
月
に
最
初
の
入
札
が
行
わ
れ
、
既
存
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マ
シ
ン
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
提
案
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
社
の
ほ
か
に
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
富
士
通

が
応
札
し
、
同
年
五
月
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
富
士
通
の
二
社
に
絞
ら
れ
て

い
た
。 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
は
同
年
三
月
に
発
表
し
た
最
新
の
大
型
汎
用
機
「
Ｉ
Ｂ

Ｍ
３
０
３
３
」
と
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
「
Ｓ
Ｎ
Ａ
」
を
提
案
し
た
が
、
富
士
通
に
は
そ
れ
を

凌
駕
す
る
切
り
札
が
あ
っ
た
。 

 

Ｍ
―
１
９
０
の
一
・
五
倍
か
ら
一
・
八
倍
の
性
能
を
持
つ
次
期
大

型
汎
用
機
開
発
計
画
で
あ
る
。
富
士
通
か
ら
内
密
に
情
報
提
供
を
受

け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
決
定
を
延
期
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

富
士
通
の
次
期
大
型
汎
用
機
と
い
う
の
は
、
七
八
年
一
月
に
日
立

製
作
所
と
共
同
発
表
し
た
超
大
型
機
「
Ｍ
―
２
０
０
」
で
あ
る
。 

 

最
大
四
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
大
規
模
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
構
成
で
、
そ
の

処
理
性
能
は
一
Ｃ
Ｐ
Ｕ
構
成
の
Ｍ
―
１
９
０
の
五
倍
程
度
、
多
重
仮

想
記
憶
機
構
に
よ
っ
て
Ｔ
Ｓ
Ｓ
な
ど
の
高
速
処
理
を
可
能
に
し
た
。

さ
ら
に
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
独
立
化
を
図
り
、
共

通
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
二
重
化
し
て
信
頼
性
、
効
率
性
を
高
め
て
い
た
。 

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
待
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。 

 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
―
２
０
０
を
採
用
す
る
正
式
な
通
知
が
あ
っ
た

の
は
七
九
年
十
一
月
だ
っ
た
。 

 

翌
八
〇
年
、
同
じ
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
準
備
銀
行
が
Ｍ
―
２

０
０
を
ホ
ス
ト
マ
シ
ン
と
す
る
総
合
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
、
総
額

十
三
億
円
を
富
士
通
に
発
注
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
Ｍ
―
２
０
０

の
性
能
の
み
で
な
く
、
富
士
通
の
シ
リ
ー
ズ
開
発
力
が
あ
っ
た
。 

 

七
九
年
一
月
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
中
型
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ

４
３
３
１
」「
同
１
４
４
１
」
を
発
表
す
る
と
、
富
士
通
は
四
月
、

満
を
持
し
て
「
Ｍ
―
１
３
０
Ｆ
」「
同
１
４
０
Ｆ
」「
同
１
５
０
Ｆ
」

「
同
１
６
０
Ｆ
」「
同
１
７
０
Ｆ
」
の
五
機
種
を
発
表
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
は
超
大
型
か
ら
中
・
小
型
ま
で
八
機
種
、
カ
バ

ー
レ
ン
ジ
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

八
〇
年
五
月
、
富
士
通
首
脳
は
胸
を
張
っ
て
七
九
年
度
決
算
の
記

者
会
見
に
臨
ん
だ
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
部
門
の
売
上
高
が
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
を
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。
国
産
メ
ー
カ
ー
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
を
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
し
た
と
き
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

七
〇
年
代
の
後
半
、
富
士
通
は
日
立
製
作
所
と
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
の
拡

張
計
画
を
協
議
し
た
と
き
、
最
下
位
モ
デ
ル
に
「
Ｍ
４
Ｈ
」
と
い
う

コ
ー
ド
名
を
使
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
社
内
で
は
依
然
と
し
て
Ｆ
Ａ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
シ
リ
ー
ズ
の
一
モ
デ
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

た
。 

 

三
輪
修
が
残
し
た
記
録
（
メ
モ
）
が
あ
る
。 
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１
９
７
５
・
１ 

「
８
５
」
打
合
せ
開
始 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
Ｗ
Ｇ
９
５
Ｈ
Ｓ
」
ス
タ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 

２ 

「
Ｗ
Ｇ
８
５
Ｈ
Ｓ
」
ス
タ
ー
ト 

 

１
９
７
６
・
２ 

「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
９
５
」
検
討 

 
 
 
 
 
 

12 
機
種
名
「
７
５
Ｈ
」
に
決
定 

 

１
９
７
７
・
２ 
山
本
常
務
に
報
告
：「
７
５
Ｈ
」 

 
 
 
 
 
 

４ 

「
９
５
」
検
討 

 
 
 
 
 
 

５ 

再
び
「
７
５
Ｈ
」
に 

 
 
 
 
 
 

８ 

「
７
５
Ｈ
」
を
社
長
に
説
明 

 
 
 
 
 
 

12 

こ
の
頃
。
機
種
名
に
「
７
５
Ｈ
」「
７
５
Ⅲ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

混
在 

１
９
７
８
・
２
・
６ 

「
７
５
Ⅲ
」
商
用
試
作
稟
議
承
認
。「
Ｆ
Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
８
５
」
と
し
て
商
用
化
。 

  

こ
こ
に
見
え
る
「
８
５
」「
９
５
」「
７
５
Ｈ
」「
７
５
Ⅲ
」
は
、

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
の
モ
デ
ル
名
で
あ
っ
て
、
数
字
こ
そ
違
え
、
い

ず
れ
も
Ｍ
―
１
９
０
の
後
継
機
を
意
味
し
て
い
た
。
互
換
性
の
有
無

は
と
も
か
く
、
Ｍ
―
１
９
０
／
Ｍ
―
１
６
０
は
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０

モ
デ
ル
６
０
、
同
モ
デ
ル
７
５
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
、
ア
ム
ダ
ー

ル
社
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
経
緯
（
な
い
し
意
識
）
が
あ
っ

た
。 

 

そ
こ
で
Ｍ
―
１
６
０
は
２
３
０
モ
デ
ル
７
５
の
強
化
版
、
Ｍ
―
１

９
０
は
そ
の
上
位
の
モ
デ
ル
８
０
に
設
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。
Ｍ
―
２
０
０
は
Ｍ
―
１
９
０
の
さ
ら
に
上
位
機
な
の
で
、
２
３

０
―
８
５
と
い
う
わ
け
だ
っ
た
。 

 

「
Ｗ
Ｇ
９
５
Ｈ
Ｓ
」「
Ｗ
Ｇ
８
５
Ｈ
Ｓ
」
は
モ
デ
ル
９
５
、
同
８

５
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
（
Ｈ
Ｓ
）
の
こ
と
で
、
の
ち
に
「
Ｓ
Ａ
」
と
い
う
符
号
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
シ
ス
テ
ム
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」
の

こ
と
で
あ
る
。 

 

２
３
０
―
８
５
が
Ｍ
―
２
０
０
で
あ
る
な
ら
、
で
は
「
９
５
」
は

何
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
日
本
電
信
電
話
公
社
（
電
電
公
社
）
仕
様

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」
の
技
術
を
取
り
込
ん
だ
〝
真
の
Ｍ

シ
リ
ー
ズ
〞
だ
っ
た
。 

 

Ｍ
―
１
３
０
Ｆ
か
ら
Ｍ
―
２
０
０
ま
で
の
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
が
、
２
３

０
シ
リ
ー
ズ
と
〝
真
の
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
〞
を
つ
な
ぐ
位
置
付
け
だ
っ
た

こ
と
は
、
次
の
三
輪
の
後
述
で
読
み
解
け
る
。「
Ｍ
へ
の
移
行
」「
Ｍ

そ
の
も
の
の
先
行
き
」
と
い
う
言
葉
だ
。 

  
Ｍ
―
１
９
０
／
１
８
０
発
表
の
直
後
か
ら
「W

G

９
５H

S

」
あ
る

い
は
「
Ｗ
Ｇ
８
５
Ｈ
Ｓ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
さ
ら
に
機
種
名

が
「
７
５
Ｈ
」「
７
５
Ⅲ
」
と
落
ち
着
か
な
い
。
こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ

ン
・
シ
ス
テ
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
、
〝
ポ
ス
ト
７
５
〞
を
ど
う
す



＝巻之二十八 飄掌＝ 

 60 

る
か
の
苦
し
み
に
よ
っ
て
い
る
。
独
自
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
本
格
的

に
対
応
す
る
た
め
に
は
「
９
５
」
と
い
う
最
上
位
機
を
開
発
す
る
の

が
最
適
で
あ
る
。
Ｍ
へ
の
移
行
に
は
十
分
な
時
間
が
取
れ
る
、
し
か

し
、
逆
に
Ｍ
へ
の
移
行
を
遅
ら
せ
る
と
開
発
要
員
が
逼
迫
し
、M

そ
の
も
の
の
先
行
き
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
結
局
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
採
用
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
機
能
の
強
化
を
図
っ
た
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
２
３
０
―
８
５
」
を
、
Ｍ
へ
の
つ
な
ぎ
と
し
て
早
期
に
開
発
す
る

こ
と
で
落
ち
着
い
た
。 

  

結
果
と
し
て
そ
れ
は
七
八
年
三
月
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
が
発
表
し
た
「
Ｉ

Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
Ｍ
Ｐ
」
の
対
抗
機
と
し
て
八
一
年
五
月
に
リ
リ
ー
ス

さ
れ
た
「
Ｍ
―
３
８
０
」「
同
３
８
２
」
と
な
っ
た
。
以
後
、
Ｍ
シ

リ
ー
ズ
は
冷
水
式
の
「
Ｍ
―
７
８
０
」、
さ
ら
に
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
・
サ
ー
バ
ー
「
Ｍ
―
１
８
０
０
」
に
つ
な
が
っ
て
行
く
。 

 

し
か
し
な
ぜ
「
２
３
０
」
の
名
が
継
続
し
て
使
わ
れ
た
の
か
、
と

い
う
疑
問
は
残
る
。 

 

お
そ
ら
く
開
発
チ
ー
ム
に
は 

 

―
―
池
田
敏
雄
。 

 

と
い
う
人
の
名
が
意
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

 

Ｍ
―
１
９
０
発
表
直
後
の
七
四
年
十
月
十
日
、
池
田
は
カ
ナ
ダ
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
Ｉ
Ｃ
Ｃ
社
の
首
脳
を
迎
え
る
た
め
に
出

向
い
た
羽
田
空
港
の
ロ
ビ
ー
で
、
足
元
か
ら
崩
れ
る
よ
う
に
倒
れ
た
。 

 

そ
の
四
日
後
、
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。
享
年
六
十
一
。 

 

「
２
３
０
」
の
名
を
あ
っ
さ
り
「
Ｍ
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
、

彼
ら
の
矜
持
が
許
さ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

七
八
年
九
月
、
日
本
経
済
新
聞
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。 

  

日
立
製
作
所
、
日
本
電
気
が
五
日
、
そ
れ
ぞ
れ
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
製
品
化
、
納
入
を
発
表
し
た
。 

 

日
立
製
作
所
は
世
界
最
大
ク
ラ
ス
の
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

「
Ｍ
―
２
０
０
Ｈ
」
を
こ
の
ほ
ど
製
品
化
し
、
近
く
発
表
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
方
、
日
本
電
気
は
や
は
り
世
界
最
大
ク
ラ
ス
の
超
大

型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
シ
リ
ー
ス
７
７
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ

ム
９
０
０
モ
デ
ル
２
」
の
一
、
二
号
機
を
こ
の
ほ
ど
完
成
さ
せ
、
十

月
に
大
阪
大
学
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
業
界
で
は
超
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
し

て
、
こ
の
ほ
か
富
士
通
の
Ｍ
―
２
０
０
が
あ
る
が
、
三
社
の
超
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
〝
そ
ろ
い
踏
み
〞
は
、
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術
が
世
界
水
準
に
達
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

も
う
一
つ
、
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
の
余
話
が
あ
る
。 
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語
る
の
は
同
じ
く
三
輪
修
で
あ
る
。 

  
一
九
七
七
年
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
３
０
３
３
を
発
表
す
る
と
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

大
型
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。
と
く
に
Ｍ
―
１

９
０
ユ
ー
ザ
ー
の
不
安
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
Ｍ
―
１
９
０
や
開

発
中
の
Ｍ
―
１
９
０
Ｈ
（
Ｍ
４
Ｈ
）
と
３
０
３
３
の
比
較
説
明
に
奔

走
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

  

七
七
年
の
時
点
で
は
、
富
士
通
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
絶
対
的
な
信
頼

を
得
て
い
な
か
っ
た
。
翌
七
八
年
に
発
表
し
た
Ｍ
―
２
０
０
は
京
都

大
学
や
名
古
屋
大
学
、
九
州
大
学
な
ど
か
ら
引
き
合
い
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
一
方
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
６
０
や
同
―
７
５
を
科
学
技
術

計
算
用
に
利
用
し
て
い
た
ユ
ー
ザ
ー
か
ら 

 

―
―
い
ま
さ
ら
Ｉ
Ｂ
Ｍ
互
換
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
。 

 

と
い
う
声
が
上
が
り
始
め
た
。 

 

Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
の
技
術
計
算
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
検

討
す
る
ユ
ー
ザ
ー
も
あ
っ
た
。
放
置
す
れ
ば
技
術
計
算
分
野
の
シ
ェ

ア
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
予
測
し
て
い
た
社
長
・
小
林

大
祐
と
常
務
・
山
本
卓
眞
は
前
年
八
月
、 

 

「
２
３
０
―
６
０
／
７
５
か
ら
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
の
移
行
に
際
し
て
ユ

ー
ザ
ー
対
策
を
考
え
よ
」 

 

と
い
う
指
示
を
発
し
て
い
た
。
こ
の
指
示
を
受
け
て
大
学
・
研
究

所
担
当
の
営
業
部
門
、
シ
ス
テ
ム
部
門
は
総
力
を
あ
げ
て
ユ
ー
ザ
ー

対
策
に
手
を
尽
く
す
こ
と
に
な
る
。 

 

七
七
年
の
十
二
月
、
本
体
事
業
部
電
算
機
第
一
技
術
部
長
代
理
だ

っ
た
三
輪
修
を
座
長
と
す
る
科
学
技
術
ユ
ー
ザ
ー
対
策
会
合
が
開
か

れ
、
翌
七
八
年
一
月
の
会
合
で 
 

―
―
ユ
ー
ザ
ー
会
を
結
成
し
て
要
望
を
伺
い
、
的
確
に
対
応
す
る

姿
勢
を
示
そ
う
で
は
な
い
か
。 

 

と
い
う
話
が
ま
と
ま
っ
た
。 

 

以
後
の
経
過
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。 

  

７
８
・
１
・
24 

科
学
技
術
ユ
ー
ザ
ー
対
策
会
議 

 
 
 
 

２
・
８ 

大
阪
地
区
大
型
ユ
ー
ザ
ー
懇
談
会 

 
 
 
 
 
 

16 

大
型
科
学
技
術
ユ
ー
ザ
ー
発
起
人
会
（
本
社
） 

 
 
 
 
 
 

20 

大
型
科
学
技
術
ユ
ー
ザ
ー
発
起
人
会
打
合
せ 

 
 
 
 

３
・
９ 

Ｓ
Ｓ
研
究
会
検
討
会 

 
 
 
 
 
 

15 

Ｓ
Ｓ
研
究
会
対
策 

 
 
 
 
 
 

17 

Ｓ
Ｓ
研
究
会
対
策
発
足 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
一
回
会
合
（
富
士
通
川
崎
工
場
） 

  
「
Ｓ
Ｓ
」
と
は
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、

そ
の
名
は
山
本
欣
子
が
発
案
し
た
。 

 

十
年
後
、
三
輪
は
『
Ｓ
Ｓ
研
発
展
と
と
も
に
』
と
題
し
た
文
章
を
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書
い
た
。 

  
Ｆ
２
３
０
―
５
０
、
６
０
そ
し
て
７
５
へ
と
成
長
す
る
に
つ
れ
可

愛
が
っ
て
く
だ
さ
る
ユ
ー
ザ
さ
ん
も
次
第
に
増
え
、
そ
れ
故
に
Ｍ
シ

リ
ー
ズ
へ
の
方
向
転
換
は
Ｆ
２
３
０
―
７
５
の
後
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
大
き
な
問
題
を
提
起
し
ま
し
た
。
と
く
に
大
学
や
研
究
機
関

の
先
生
方
の
多
く
は
、
自
分
達
の
力
で
メ
ー
カ
を
育
て
て
や
ろ
う
と

い
う
強
烈
な
個
性
あ
る
い
は
慈
愛
の
気
持
ち
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
独
自
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
頑
張
っ

て
き
た
６
０
や
７
５
を
可
愛
が
り
叱
咤
激
励
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
個
性
的
で
、
厳
し
い
先
生
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

よ
り
密
な
関
係
を
維
持
し
つ
つ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
へ
の
移
行
を
如
何
に
実

現
す
る
か
。
Ｓ
Ｓ
研
設
立
へ
の
協
力
は
、
そ
の
切
望
で
あ
り
、
一
つ

の
解
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
七
日
、
初

め
て
の
Ｓ
Ｓ
研
究
会
が
当
社
川
崎
工
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

  

そ
の
発
会
に
当
た
っ
て
、
三
輪
は
作
戦
を
練
っ
て
い
た
。 

 

「
実
は
、
こ
の
挨
拶
で
山
本
卓
眞
さ
ん
に
言
っ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
を
メ
モ
に
し
て
お
渡
し
し
て
あ
っ
た
」 

 

と
三
輪
は
言
う
。 

  

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
７
５
Ａ
Ｐ
Ｕ
が
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
で

稼
働
し
始
め
た
ば
か
り
、
こ
の
総
会
に
お
け
る
特
別
報
告
の
一
つ
の

テ
ー
マ
に
も
７
５
Ａ
Ｐ
Ｕ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
開
発
の
経
緯
を
何
と
か
ビ
ジ
ネ
ス
に
成
長
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
ト
ッ
プ
と
し
て
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
７
５
、
Ｍ
シ
リ

ー
ズ
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
並
行
す
る
大
型
機
開
発
の
渦
中
に
あ
り
、
先
の

見
え
な
い
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
開
発
に
は
大
き
な
抵
抗
が
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
さ
す
が
に
メ
モ
に
は
「
富
士
通
は
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
開
発
す
る
」
と
は
書
け
な
か
っ
た
。 

 

た
だ
、
メ
モ
を
渡
す
と
き
口
頭
で
、 

 

「
是
非
、
富
士
通
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
開
発
す
る
、

と
言
っ
て
ほ
し
い
」 

 

と
迫
っ
た
。 

 

山
本
さ
ん
は 

 

「
俺
は
言
わ
な
い
」 

 

と
仰
っ
た
が
、
壇
上
か
ら
冒
頭
の 

 

「
富
士
通
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
開
発
し
ま
す
」 

 

と
い
う
発
言
が
飛
び
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
、 

 
「
や
っ
た
！
」 

 
と
心
の
中
で
快
哉
を
叫
ん
で
い
た
。
当
時
の
富
士
通
に
は
、
若
手

の
思
い
を
夢
の
ま
ま
に
終
わ
ら
せ
な
い
風
土
み
た
い
な
も
の
が
で
き

て
い
た
。 

 

そ
の
後
、
山
本
さ
ん
か
ら
は
厳
し
い
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
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た
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
Ｖ
Ｐ
」
開
発
を
軌
道
に
乗
せ
た

段
階
で
、「
Ｖ
Ｐ
」
を
や
る
か
ら
に
は
し
っ
か
り
ビ
ジ
ネ
ス
と
せ
よ
、

つ
ま
り
ち
ゃ
ん
と
売
っ
て
利
益
を
出
せ
、
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
営

業
推
進
本
部
に
所
属
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
部
門
へ
の
異
動
を
命
ぜ
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。 

  

三
輪
が
シ
ス
テ
ム
部
門
に
異
動
し
た
の
は
八
〇
年
十
二
月
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
二
年
半
の
間
に
、
三
輪
は
も
う
一
つ
大
き
な
仕
事
を
し

た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
伝
送
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
を
使
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
処
理
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
演
算
速
度
は
驚

異
的
に
高
速
化
さ
れ
た
が
、
高
度
で
複
雑
な
構
造
解
析
や
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
際
、
周
辺
機
器
と
の
デ
ー
タ
伝
送
速
度
が
ネ

ッ
ク
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
Ｉ
／
Ｏ
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
」
が
発
生
し

た
。 

 

―
―
銅
線
の
代
わ
り
に
、
細
い
糸
状
に
し
た
ガ
ラ
ス
を
デ
ー
タ
伝

送
用
の
ケ
ー
ブ
ル
に
使
え
な
い
か
。 

 

七
八
年
の
八
月
、
Ｓ
Ｓ
研
究
会
で
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
応
用
」
が

議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
本
格
的
に
研
究
し
て
み
よ
う
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
理
化
学
研
究
所
の
荻
田
直
史
を
座
長
と
す
る

「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
シ
ス
テ
ム
分
科
会
」
が
発
足
し
、
九
月
に
川
崎
研

究
所
で
研
究
会
が
開
か
れ
た
。 

 

電
気
信
号
を
光
信
号
に
変
換
す
る
に
は
、
専
用
の
装
置
と
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
た
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
強
度
や
デ
ー

タ
伝
送
距
離
と
い
う
問
題
も
浮
上
し
た
。
こ
の
た
め
に
三
輪
ら
は
、

ま
す
磁
気
テ
ー
プ
装
置
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
本
体
を
結
ぶ
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
と
中
継
装
置
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
 

実
用
化
に
め
ど
が
つ
い
た
の
は
七
九
年
の
夏
だ
っ
た
。
世
界
初
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
光
チ
ャ
ネ
ル
・
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
Ａ
Ｓ
」（Rem

ote 
Station A

dapter

）
が
こ
う
し
て
誕
生
し
た
。
Ｒ
Ｓ
Ａ
と
命
名
者
し

た
の
は
三
輪
修
で
あ
る
。 
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〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

日
本
揮
発
油 

の
ち
「
日
揮
」
と
改
称
し
た
。
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
十

月
東
京
市
麹
町
区
内
幸
町
に
資
本
金
一
千
万
円
で
設
立
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
オ
イ
ル
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
が
保
有
し
て
い
た
プ
ロ
セ
ス

ラ
イ
セ
ン
ス
を
購
入
し
、
太
平
洋
沿
岸
に
製
油
所
を
建
設
し
て
そ
の
経
営
を

行
う
の
が
目
的
だ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
重
工
業
復
興
の
中
で
石
油
精
製

プ
ラ
ン
ト
を
受
注
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
に
参
入
し
た
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
当
た
っ
て
同
社
は
富
士

通
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
テ
ス
ト
を
し
た
い
と
要
望
し
、
富
士
通
は
工
場
で
動
作

確
認
を
終
え
て
い
た
小
型
汎
用
機
Ｍ
―
１
６
０
を
同
社
に
持
ち
込
ん
だ
。
日

揮
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
７
０
シ
リ
ー
ズ
用
に
作
っ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
互
換
性
の
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
操
作
性
、
周
辺
機
器
と
の
整
合
性
な

ど
総
合
的
な
テ
ス
ト
だ
っ
た
。 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
公
開
調
達 

七
七
年
の
十
月
二
十
五
日
、
朝
日
新

聞
の
一
面
ト
ッ
プ
に「
富
士
通
の
超
大
型
電
算
機
、Ｉ
Ｂ
Ｍ
破
り
豪
と
成
約
」

と
い
う
四
段
抜
き
の
大
見
出
し
が
踊
っ
た
。
当
時
富
士
通
は
、
現
地
の
子
会

社
で
あ
る
「
フ
ァ
コ
ム
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
を
通
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
連
邦
政
府
と
大
型
の
商
談
を
す
す
め
て
い
た
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
の
激
し
い
戦
い

の
最
中
の
ス
ク
ー
プ
で
あ
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
富
士
通
の
得
た
内
示
が

消
え
て
し
ま
っ
た
。 

Ｍ
―
２
０
０ 

世
界
最
大
・
最
高
速
の
大
型
汎
用
機
と
し
て
一
九
七
八
年
一

月
に
発
表
さ
れ
た
。
日
立
製
作
所
と
共
同
開
発
し
た
Ｌ
Ｓ
Ｉ
回
路
遅
延
チ
ェ

ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
適
用
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
用
ツ
ー
ル
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。
科
学
計
算
用
と
し
て
高
速
演
算
機
構
、
内
蔵
ア
レ
イ

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
搭
載
す
る
な
ど
画
期
的
な
マ
シ
ン
だ
っ
た
。 

Ｍ
―
１
３
０
Ｆ
な
ど
五
機
種 

本
体
に
一
チ
ッ
プ
当
た
り
六
千
ゲ
ー
ト
、
六

百
ゲ
ー
ト
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
―
Ｌ
Ｓ
Ｉ 

、六
十
四
キ
ロ
バ
イ
ト
の
メ
モ
リ
ー
を
採
用

し
、
記
憶
容
量
を
拡
大
す
る
一
方
、
プ
ラ
イ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き

下
げ
た
。 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
３
０
３
３
Ｍ
Ｐ 

Ｍ
Ｐ
は
「
マ
ル
チ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
」
の
こ
と
。
シ

ン
グ
ル
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
構
成
と
比
べ
処
理
性
能
が
一
・
六
〜
一
・
八
倍
、
標

準
で
八
メ
ガ
バ
イ
ト
、最
高
十
六
メ
ガ
バ
イ
ト
の
記
憶
容
量
を
備
え
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
国
内
で
一
九
七
九
年
第
３
・
四
半
期
に
出
荷
さ
れ
た
。 

Ｍ
―
３
８
０ 

発
表
は
一
九
八
一
年
五
月
二
十
八
日
だ
っ
た
。
二
ギ
ガ
バ
イ

ト
の
三
十
一
ビ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス
空
間
を
サ
ポ
ー
ト
、
Ｅ
Ｃ
Ｌ
／
Ｔ
Ｔ
Ｌ
Ｌ
Ｓ

Ｉ
を
採
用
し
た
超
大
型
機
だ
っ
た
。
最
大
二
Ｃ
Ｐ
Ｕ
を
搭
載
し
、
最
大
メ
モ

リ
ー
容
量
は
Ｍ
―
３
８
０
が
六
四
メ
ガ
バ
イ
ト
、
Ｍ
―
３
８
２
が
一
二
八
メ

ガ
バ
イ
ト
だ
っ
た
。 

Ｍ
―
７
８
０ 

一
チ
ッ
プ
当
た
り
一
万
ゲ
ー
ト
の
超LSI

を
採
用
し
、
最
大

二
百
五
十
六
メ
ガ
バ
イ
ト
の
物
理
メ
モ
リ
ー
と
最
大
六
十
四
チ
ャ
ネ
ル
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。 

Ｍ
―
１
８
０
０ 

Ｃ
Ｐ
Ｕ
密
結
合
で
主
記
憶
容
量
は
標
準
で
二
ギ
ガ
バ
イ
ト
、

最
大
二
百
五
十
六
チ
ャ
ネ
ル
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
既
存
の
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
の
延

長
線
上
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
後
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
は
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
。 

京
都
大
学
の
電
子
計
算
機
調
達 

富
士
通
は
一
九
七
六
年
九
月
京
都
大
学
大

型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

Ｍ
―
１
９
０
を
納
入
し
た
。
そ
の
後

Ｍ
―
２
０
０
、
Ｍ
―
３
８
２
／
３
８
０
、
ス
ー
パ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｖ
Ｐ
―
１

０
０
／
２
０
０
、
八
七
年
Ｍ
―
７
８
０
／
３
０
、
Ｖ
Ｐ
―
４
０
０
な
ど
一
貫

し
て
富
士
通
製
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
。 
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Ｓ
Ｓ
研
究
会 

呼
び
か
け
人
は
清
野
武
（
京
都
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

長
）、
田
町
常
夫
（
九
州
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
長
）、
矢
田
光
治
（
電

子
技
術
総
合
研
究
所
田
無
計
算
機
室
長
）、
平
川
隆
（
日
本
原
子
力
研
究
所
計

算
セ
ン
タ
ー
室
長
）、
山
本
欣
子
（
日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
開
発
部
長
）、

荻
田
直
史
（
理
化
学
研
究
所
電
子
計
算
機
室
長
）
だ
っ
た
。
ま
た
参
加
は
十

八
機
関
二
十
四
人
だ
っ
た
。 

Ｉ
／
Ｏ
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク 
デ
ー
タ
の
入
出
力
（
Ｉ
／
Ｏ
）
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

は
、
シ
ス
テ
ム
の
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
性
能
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
分
り
や
す

い
例
で
い
う
と
、
東
京
―
大
阪
間
を
新
幹
線
で
三
時
間
で
移
動
で
き
た
と
し

て
も
、
駅
の
改
札
を
抜
け
る
の
に
一
時
間
も
か
か
っ
た
の
で
は
新
幹
線
の
価

値
が
半
減
し
て
し
ま
う
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ

ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
ん
だ
結
果
、
当
初
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
本
体
と
周

辺
機
器
・
装
置
と
の
Ｉ
／
Ｏ
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
が
課
題
と
な
り
、
八
〇
年

代
後
半
に
な
る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
本
体
内
で
の
Ｉ
／
Ｏ
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
、
す

な
わ
ち
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
と
Ｏ
Ｓ
、
Ｏ
Ｓ
と
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
（
基
本
入
出
力
シ
ス
テ

ム
）、Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
デ
ー
タ
伝
送
速
度
の
同
期
が
課
題
と

な
っ
た
。 
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